
平成30年12月2日発行（毎月第1日曜日、1月は1日発行）（8）

※この広報紙は、毎月第１日曜日に新聞折り込みでお届けしています。県庁県民センター、県行政県税事務所、県立博物館・美術館・病院、市役所・町村役場、群馬銀行、東和銀行、
農協、郵便局（簡易郵便局を除く）、フレッセイ、セブン -イレブン、ファミリーマート、とりせん、イオンモール太田、ベイシア、アゼリアモールにも置いてあります

※１部当たりの制作費は約3円です
古紙配合率70%以上、白色度70％程度の再生紙使用

名称 日程・時間 会場 内容 費用 問い合わせ先
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31年１月４日（金）まで
午後５時～９時

神流町コイコイ橋 
周辺（神流町万場）

万場地区の町並みや神流川河
川敷が光で彩られます。こい
のぼりイルミネーションやコ
イコイ橋を包む光のアーチが
見所です

無料
神流町観光案内所
☎0274-57-3305
FAX0274-57-2351

高崎光の
ページェント

31年１月６日（日）まで
午後５時～10時
※金・土・日曜日は
　午前0時まで

高崎城址公園の
お堀（高崎市高松
町）他

今回で25回目を迎える光の
祭典。シンフォニーロードや城
址公園のお堀沿いを、多彩な
光と音で幻想的に演出します

無料

高崎光のページェント
実行委員会事務局
☎027-330-5333
FAX027-330-5334

光のページェント
H
ヒ カ リ

iKARi M
ミ ラ イ

iRAi

31年１月27日（日）まで
午後５時～９時
※月・火曜日、12月29日
（土）～１月３日（木）休館

シンボルタワー
“未来MiRAi”
（邑楽町中野）

邑楽町のシンボルタワー “ 未
来MiRAi” をイルミネーショ
ンで演出。夜景が美しい夜間
展望はデートスポットとして
も人気です

100円
※未就学児は無料

シンボルタワー
“未来 MiRAi”
☎0276-88-8686
FAX0276-88-3247

ふたご座流星群
説明会・観察会

12月14日（金）
午後６時～午前２時

県立ぐんま天文台
（高山村中山）

ふたご座流星群の出現に合わ
せて観察会と説明会を開催。
ブルーシートを持参すれば、寝
転んで星空を独り占めできます

一般=300円、
大学・高校生
=200円、
中学生以下=無料

県立ぐんま天文台
☎0279-70-5300
FAX0279-70-5544

　正解者の中から抽選で「県有施設の無
料ご招待券（２枚組み）」などを各５人に
プレゼントします

クロスワードパズル

クロスワードパズルへの応募
はがき・メールを紹介します

※掲載された人には、ぐんまちゃん
のぬいぐるみをプレゼントします
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応募方法　はがき、ファクス、Ｅメールまたは「ぐ
んま電子申請受付システム」。①パズルの答え ②
郵便番号 ③住所 ④氏名（ふりがな） ⑤年齢 ⑥今
月のぐんま広報へのご意見・ご感想 ⑦希望の賞
品名を書いてください（Ｅメールは件名に「クロ
スワードパズル12月」と記入してください）
応募先
・ はがき　〒371-8570 広報課クロスワードパズル係
・ファクス　027-243-3600
・ Ｅメール　crossword@pref.gunma.lg.jp
・ 電子申請　http://www.shinsei.elg-
front.jp/gunma/navi/index.html
※スマートフォン（Android５以上 
およびｉＯＳ５以上）用のＵＲＬは 
右図から読み取れます
応募期限　12月12日（水）消印有効
※ファクス、Ｅメール、電子申請は12日送信分まで
賞品　次の中から希望のものを一つ明記してください
近代美術館、館林美術館、歴史博物館、自然史博
物館、土屋文明記念文学館、日本絹の里、カネコ
種苗ぐんまフラワーパーク、ぐんま天文台、ぐんま
昆虫の森、ぐんまちゃんトートバッグ、ぐんまちゃ
んグッズ、群馬クレインサンダーズ（今シーズン
ホームゲーム共通）、群馬交響楽団東毛定期演奏会
（31年1月27日）※当選者の発表は、賞品の発送
をもって代えさせていただきます

※県観光情報誌「ググっとぐんま（秋・冬号）」に掲載されているイベントの中から紹介します。
詳しくはお問い合わせください 
※内容が変更になることがあります。お出掛けの際はご確認ください

11月号の答えは「サトオヤセイド（里親制度）」でした。応募総数は839通でした。
たくさんのご応募・ご意見をありがとうございました。

たてのかぎ
１
２
４
６
７
　
８

形や規模が小さいことを表す英語。○○カー
上白米に酢・塩で味付けした、すし用の飯
品や物などの別の言い方。救援○○○
糸・針金・竹などを編んだ時にできる 間
物を貼ったりするのに使う、ねばねばした
もの
絵を描くことを職業とする人

よこのかぎ
１
３
　
５
　
６
７
９

失敗を表す英語
打撲などにより、皮膚が一時的に膨れ上
がったもの。たん○○
金銀糸を使ってきれいな模様を織り出した、
織物の総称。故郷に○○○を飾る
胴体を支え、歩くときに使う部分
のしや水引が印刷してある紙
貝殻などの縞模様を利用して浮き彫りを施
した、ブローチなどの装身具

◆今まで、里親は里子を成人にな
るまで育てなければならないと思
っていました。
　11月号の特集で、短期間でも
里親になれることや、里親に種類
があることを初めて知りました。
　子育て中の私も、制度について
考えさせられ勉強になりました。
 （高崎市　35歳）

◆里親制度について、聞いたこと
はありましたが、内容はほとんど
知りませんでした。特集を読んで
興味を持ち、考えるきっかけにな
りました。
　里親制度がもっと身近になって、
特別なものではなくなると良いと
思いました。これからも、このよ
うな情報発信をしてほしいです。
 （草津町　45歳）

　最近テレビや新聞などで、
市街地に野生動物が出没した
ニュースをよく目にするよう
になりました。
　今回の取材を通じて、野生
動物は河川敷の草むらなどを
移動し、意外と身近な場所に
生息しているという話を聞き
驚きました。
　もし自分や子どもがイノシ
シなどに遭遇してしまったら、
身の安全を確保できるか心配
です。決して人ごとではない
と感じました。
　私も家族と一緒に心構えを
確認してみたいと思います。
 （小柏）

答え：Ａ～Fを順番に並べると？
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県　人　口： 1,949,440人
対　前　月： -690人
　　男　　： 963,102人
　　女　　： 986,338人
世　帯　数： 799,103世帯
（県移動人口調査：平成30年10月1日現在）

12２０１８
県内の温泉地の情報をお知らせしています。
「ググっとぐんま公式サイト」（ググっと
ぐんま観光宣伝推進協議会ホームページ）
https://gunma-dc.net/

西の河原露天風呂（草津町）

特集

野
生
動
物
の
被
害
対
策

野
生
動
物
に
よ
る
被
害

　
野
生
動
物
に
よ
る
農
林
作
物
へ
の
被
害

は
、
収
穫
前
の
農
作
物
が
食
べ
ら
れ
た
り
、

木
の
樹
皮
が
剥
が
さ
れ
幹
が
傷
付
け
ら
れ

た
り
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
県
で
は
22
年
４
月
に
設
置
し
た
「
鳥
獣

被
害
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
に
、

「
捕
る
」「
守
る
」「
知
る
」
の
三
つ
の
対

策
を
一
体
的
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
24
年
度
に
12
億
２
千
万
円

で
あ
っ
た
農
林
業
被
害
額
は
、
29
年
度
に

は
５
億
６
千
万
円
と
半
分
以
下
に
減
少
し

ま
し
た
が
、被
害
は
依
然
深
刻
な
状
況
で
す
。

　
野
生
動
物
の
生
息
数
や
生
息
域
の
拡
大

を
防
ぐ
た
め
に
、
特
に
行
動
範
囲
が
広
い

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
は
、
国
や
県
、
市
町
村

な
ど
が
連
携
し
て
計
画
的
・
効
率
的
な
捕

獲
な
ど
の
対
策
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

市
街
地
に
も
広
が
る
被
害

　
近
年
、
野
生
動
物
が
人
間
の
生
活
環
境

に
も
頻
繁
に
出
没
し
、
通
学
途
中
の
児
童

が
襲
わ
れ
た
り
、
市
街
地
に
出
て
き
た
動

物
が
不
慣
れ
な
環
境
で
自
動
車
と
接
触
す

る
事
故
が
発
生
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
イ
ノ
シ
シ
は
対
応
を
間
違
え
る
と

重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
り
、

見
掛
け
た
場
合
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

被
害
を
減
ら
す
た
め
に

　
野
生
動
物
は
、
山
林
一
帯
に
群
れ
で
現

れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
市
街
地
に
１
頭
で

出
没
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
な

ど
と
連
携
し
て
奥
山
か
ら
市
街
地
ま
で
切

れ
目
の
な
い
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
捕
る
」
対
策
と
し
て
は
、
シ
カ
な
ど

の
生
息
状
況
を
調
査
し
捕
獲
を
推
進
す
る

他
、
捕
獲
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　「
守
る
」
対
策
で
は
、
鳥
獣
害
に
強
い

集
落
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
る
他
、
侵
入

防
止
柵
・
樹
木
の
保
護
ネ
ッ
ト
の
設
置
な

ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

　「
知
る
」
対
策
で
は
、
被
害
対
策
に
精

通
し
た
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
研
修
を

行
う
他
、
市
街
地
に
出
没
す
る
野
生
動
物

に
つ
い
て
の
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
農
林
業
の
将
来
の
担
い
手
が
実
践

的
な
知
識
を
身
に
付
け
る
た
め
、
農
林
大

学
校
の
１
年
生
全
員
が
鳥
獣
被
害
対
策
の

講
義
を
受
け
て
い
ま
す
。

　野
生
動
物
に
よ
る
被
害
は
ど
う
し
た
ら

減
ら
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
被
害
を
防
ぐ

た
め
の
取
り
組
み
や
、
日
常
生
活
に
お
け

る
心
構
え
を
紹
介
し
ま
す
。

鳥類

その他獣類クマサル
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　野
生
動
物
に
よ
る
農
林
業
被
害
の
金
額
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、 

依
然
と
し
て
深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
野
生
動
物
の
生
息
域

が
拡
大
し
て
い
る
た
め
、
山
か
ら
市
街
地
ま
で
広
範
囲
で
対
策
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け
た
ら
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

上段　左：収穫後のキャベツ畑に出没したニホンジカの群れ　右：シカに食べられたキャベツ（いずれも嬬恋村）
下段　左：金山公園に生息するイノシシの親子（太田市）　右：畑の野菜を荒らすサル（みなかみ町）
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平たん地・市街地
（生活被害対策）

　県
と
連
携
し
て
野
生
動
物
に
よ
る
農
林

作
物
被
害
に
関
す
る
調
査
・
研
究
に
取
り

組
む
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
獣
医
学
部

講
師
の
加
藤
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　「
野
生
動
物
に
よ
る
被
害
対
策
と
い
う

と
、
捕
獲
に
よ
り
動
物
の
個
体
数
を
減
ら

し
、
侵
入
を
防
ぐ
柵
を
設
置
す
れ
ば
十
分

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

　
最
近
で
は
、
野
生
動
物
の
分
布
が
拡
大

し
、
市
街
地
で
の
被
害
が
頻
発
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
人
と
野
生
動
物
と
の
す
み
分

け
が
う
ま
く
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
一
番

の
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
野
生
動
物
の
出
没
と
聞
く
と
、
山
奥
に

す
ん
で
い
た
動
物
が
、
餌
を
求
め
て
街
に

出
て
来
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
実
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
市
街
地

に
隣
接
す
る
緑
地
な
ど
に
生
息
し
て
い
ま

す
。
身
を
隠
す
の
に
ち
ょ
う
ど
良
い
や
ぶ

や
茂
み
が
点
在
し
て
い
れ
ば
、
移
動
が
容

易
に
で
き
ま
す
し
、
放
置
さ
れ
た
畑
の
野

菜
や
庭
木
に
な
る
果
実
が
あ
れ
ば
餌
に
な

り
、
動
物
に
と
っ
て
魅
力
的
な
環
境
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
野
生
動
物
が
生
息
し
づ
ら
い
環
境
を
作

れ
ば
、
危
険
を
冒
し
て
ま
で
畑
や
市
街
地

に
現
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
地
域
全
体
で
技
術
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、
協
力
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
」

変
わ
る
野
生
動
物
の
生
息
環
境

奥山から市街地まで切れ目のない対策
中山間地・農業地域

（農業被害対策）
奥山・森林

（林業・生態系被害対策）

〈市街地出没対策の推進〉
～「知る」対策～

・追い払いや捕獲体制の整備
・学校や地域住民に向けた周知

〈有害鳥獣捕獲の強化〉
～「捕る」対策～

・シカ・イノシシの捕獲強化
・捕獲の担い手の技術強化
・ 情報通信技術（ICT）活用による効率的な捕獲

〈鳥獣害に強い集落づくり推進〉
～「守る」対策～
・侵入防止柵設置

〈狩猟による捕獲の推進〉
～「捕る」対策～

・狩猟者の育成・確保
・捕獲技術向上
・情報通信技術（ICT）活用による行動把握

〈個体数調整捕獲の強化〉
～「捕る」対策～

・鳥獣保護区内での捕獲強化

落
ち
着
い
て
行
動
す
る

　
イ
ノ
シ
シ
は
本
来
臆
病
な
動
物
で
す

が
、
興
奮
し
て
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
っ

て
い
る
と
、
人
に
向
か
っ
て
く
る
習
性

が
あ
り
、
非
常
に
危
険
で
す
。

刺
激
し
な
い

　
イ
ノ
シ
シ
と
出
合
っ
て
も
、
大
声
を

出
し
た
り
、
物
を
投
げ
た
り
、
棒
で
追

い
立
て
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま

た
犬
を
連
れ
て
い
る
と
き
は
特
に
危
険

で
す
の
で
、
犬
を
け
し
か
け
な
い
で
く

だ
さ
い
。

近
づ
か
な
い

　
イ
ノ
シ
シ
を
見
掛
け
た
ら
、
速
や
か

に
イ
ノ
シ
シ
か
ら
見
え
な
い
所
へ
移
動

し
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
の
イ
ノ
シ
シ

の
近
く
に
は
必
ず
親
の
イ
ノ
シ
シ
が
居

る
の
で
、
決
し
て
近
づ
い
た
り
触
っ
た

り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
県
は
イ
ノ
シ
シ
が
出
没
し
た
場
合
の

対
応
方
法
を
知
ら
せ
る
チ
ラ
シ
を
県
内

の
小
学
生
に
、
注
意
を
呼
び
掛
け
る
ポ

ス
タ
ー
を
小
・
中
学
校
や
公
民
館
に
配

布
し
ま
し
た
。
ま
た
一
般
向
け
の
注
意

喚
起
や
、
関
係
機
関
が
研
修
な
ど
に
利

用
で
き
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
県
内
小
学
校
や
市

町
村
な
ど
に
配
布
予
定
で
す
。

【
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
人
身
被
害
発
生
例
】

・
高
崎
市
南
大
類
町
で
中
学
校
付
近
に

出
没
し
４
人
が
負
傷
（
28
年
）

・
大
泉
町
朝
日
で
通
学
途
中
の
小
学
生

が
か
ま
れ
軽
傷
（
29
年
）

〈移動経路寸断〉
～「守る」対策～
・河川整備・環境整備

〈人材育成〉　～「知る」対策～
・被害対策の地域リーダー、専門技術者の育成

加
か

藤
とう

卓
たく

也
や

さん

イ
ノ
シ
シ
を
見
掛
け
た
ら

（3）平成30年12月2日発行（毎月第1日曜日、1月は1日発行）

　
狩
猟
者
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

今
後
の
捕
獲
の
担
い
手
不
足
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
狩
猟
に
興
味
の
あ
る
人
や
、
野
生
動

物
に
よ
る
被
害
を
減
ら
し
た
い
と
思
う

人
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
第
一
種
銃
猟
・
第
二
種
銃
猟
】

期
日
　
31
年
１
月
20
日
㈰

開
始
時
刻

　
午
前
９
時
30
分

会
場

　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

対
象

　
20
歳
以
上
の
人

費
用
　
５
２
０
０
円
（
別
の
狩
猟
免
許

を
所
持
し
て
い
る
人
は
３
９
０
０
円
）

申
込
期
限

　
１
月
10
日
㈭

【
わ
な
猟
】

期
日

　
31
年
２
月
13
日
㈬

開
始
時
刻
　
午
後
０
時
50
分

会
場

　
県
立
農
林
大
学
校
（
高
崎
市
箕

郷
町
）

対
象

　
18
歳
以
上
の
人

費
用

　
５
２
０
０
円
（
別
の
狩
猟
免
許

を
所
持
し
て
い
る
人
は
３
９
０
０
円
）

※
18
・
19
歳
の
人
は
免
除
さ
れ
ま
す（
試 

験
日
に
18
歳
に
到
達
し
て
い
る
人
）

申
込
期
限
　
２
月
1
日
㈮

【
共
通
事
項
】

申
込
方
法
　
所
定
の
申
請
用
紙

申
請
用
紙
配
布
場
所
　
県
環
境
森
林
事

務
所
、
県
森
林
事
務
所
、
県
庁
自
然
環

境
課

※
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
. 

p
ref.g

unm
a.jp

/0
7
/a0

7
1
0
0 

2
8
.htm

l

）
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す

問
　
県
庁
自
然
環
境
課
（
☎
・
FAX

下
記
）、

県
環
境
森
林
事
務
所
、
県
森
林
事
務
所

　「今
年
の
春
か
ら
農
林
大
学
校
で
森

林
コ
ー
ス
を
専
攻
し
て
い
ま
す
。
農
業

を
学
ぶ
コ
ー
ス
の
学
生
と
一
緒
に
鳥
獣

被
害
対
策
を
学
び
、
授
業
の
一
環
で
電

気
柵
設
置
の
実
習
や
、
校
外
学
習
で
は
、

嬬
恋
村
の
侵
入
防
止
柵
を
見
学
し
ま
し

た
。
被
害
の
様
子
や
地
域
全
体
で
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
、

農
林
業
全
て
に
関
わ
る
大
き
な
問
題
で

あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
も
学
校
の
授
業
の
中
で
森
林

の
草
刈
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
も
動
物
が
身
を
隠
せ
る
よ
う
な
や

ぶ
を
作
ら
な
い
鳥
獣
被
害
対
策
の
一
つ

だ
と
知
り
ま
し
た
。
ま
た
畑
に
動
物
の

餌
に
な
る
作
物
を
放
置
し
な
い
な
ど
、

一
人
一
人
が
で
き
る
対
策
の
積
み
重
ね

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
」

　
県
と
協
力
し
て
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
設

置
し
野
生
動
物
の
生
息
状
況
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
カ
モ
シ
カ
に
よ
る
被
害
も
確
認

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
ニ
ホ
ン
ジ

カ
に
よ
る
被
害
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
嬬
恋
村
と
長
野
県
の
県

境
を
含
む
国
指
定
の
鳥
獣
保
護
区
内
を
行

き
来
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
分
か
っ
て
き

た
た
め
、
国
・
県
・
長
野
県
と
連
携
し
た

対
策
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
シ
カ
の
効
率
的
な
捕
獲
に
つ
な

げ
る
た
め
、
衛
星
利
用
測
位
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ

Ｐ
Ｓ
）
を
付
け
た
首
輪
を
取
り
付
け
る
な

ど
、
行
動
パ
タ
ー
ン
を
調
査
し
、
群
れ
で
行

動
す
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
移
動
経
路
を
特
定

し
て
、
今
後
の
対
策
に
つ
な
げ
た
い
で
す
ね
」

 

協
力
し
て
キ
ャ
ベ
ツ
を
守
る

　「
嬬
恋
村
で
代
々
キ
ャ
ベ
ツ
農
家
を
や

っ
て
い
ま
す
。
シ
カ
は
キ
ャ
ベ
ツ
の
表
面

だ
け
を
次
々
と
食
べ
て
い
く
た
め
、
か
な

り
の
数
が
出
荷
で
き
な
く
な
り
悔
し
い
思

い
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
畑
が
広
範
囲
に
わ
た
る
た
め
隣
同
士
の

農
家
と
協
力
し
な
が
ら
、
数
年
前
か
ら
効

果
的
な
金
網
柵
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
電
気
柵
で
畑
を
囲
む
こ
と
で
、
二

重
の
対
策
も
し
て
い
ま
す
。
設
置
に
当
た

っ
て
は
村
に
相
談
し
、
費
用
を
助
成
し
て

も
ら
い
大
変
助
か
り
ま
し
た
。
現
在
は
被

害
も
減
り
安
心
し
て
お
い
し
い
キ
ャ
ベ
ツ

を
作
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」

問い合わせ先 県鳥獣被害対策支援センター　☎027-371-0003　FAX 027-371-0090
県庁自然環境課　　　　　　　☎027-226-2874　FAX 027-243-7702

　「学
校
の
授
業
で
鳥
獣
被
害
対
策
に

つ
い
て
勉
強
し
、
わ
な
猟
の
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。

　
祖
父
の
畑
が
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
荒

ら
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
心
配
し
て
い
た

の
で
、
自
分
が
力
に
な
り
た
い
と
い
う

思
い
で
わ
な
猟
の
免
許
を
取
得
し
ま
し

た
。
今
年
度
か
ら
は
18
・
19
歳
の
受
験

手
数
料
が
免
除
さ
れ
た
こ
と
も
、
受
験

の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
わ
な
猟
に
は
危
険
が
伴
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
十
分

注
意
し
、
責
任
を
持
っ
て
や
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
地
元
に
は
わ
な
猟
の
ベ
テ
ラ
ン
が
い

る
の
で
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
経
験
を
積
み
、
地
域
の
役
に
立

ち
た
い
で
す
」

餌
付
け
に
な
る
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い

・
生
ご
み
や
収
穫
し
な
い
野
菜
・
果
実
な

ど
を
放
置
し
な
い

農
地
や
集
落
に
近
づ
け
な
い

・
隠
れ
場
所
に
な
る
耕
作
放
棄
地
を
な
く
す

・
草
刈
り
を
徹
底
し
見
通
し
を
よ
く
す
る

人
間
は
怖
い
も
の
と
教
え
る

・
集
団
で
見
回
り
を
し
、
警
戒
心
を
持
た

せ
る

　嬬
恋
村
に
お
け
る
野
生
動
物
へ
の
対
策

に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

村
の
産
業
を
支
え
る

　「
嬬
恋
村
は
キ
ャ
ベ
ツ
の
一
大
産
地
で
、

作
付
面
積
は
約
３
千
㌶
で
す
。
大
規
模
な

農
家
も
多
く
、
１
軒
当
た
り
の
作
付
面
積

は
10
㌶
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

　
19
年
ご
ろ
か
ら
野
生
動
物
の
被
害
が
増

え
、
23
年
に
は
３
億
６
千
万
円
に
も
上
る

被
害
が
出
ま
し
た
。
村
と
し
て
も
何
と
か

し
な
け
れ
ば
と
思
い
、
県
な
ど
に
相
談
し
、

国
の
交
付
金
や
県
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、

山
際
に
総
延
長
１
０
０
㌔
に
も
及
ぶ
金
網

柵
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
柵
を
設
置
で
き
な
い
道
路
に
は
、

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
が
嫌
が
る
よ
う
に
足
が

取
ら
れ
や
す
い
形
状
に
し
た
グ
レ
ー
チ
ン

グ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
動
物

が
侵
入
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
畑
を
電
気
柵
で
囲
う
な
ど
の
対
策
を

し
て
い
ま
す
。

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内

〜
ハ
ン
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
〜

県立農林大学校森林コース1年
田
た

村
むら

千
ち

夏
なつ

さん

地
域
全
体
で
取
り
組
む

嬬恋村農林振興課鳥獣害対策係
係長　土

つち

屋
や

和
かず

彦
ひこ

さん

キャベツ農家　橋
はし

詰
づめ

瞬
しゅん

さん

県立藤岡工業高等学校３年
小
こ

暮
ぐれ

啓
けい

介
すけ

さん

上：山際に設置した金網柵
下：道路に設置した網目の形状が工夫さ
れているグレーチング。幅約8㌢の六角
形の網目をシカが警戒（いずれも嬬恋村）

私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と

　〜
若
い
世
代
と
し
て
〜どんなこ

とに

気を付け
たら

いいの？

野
生
動
物
を
近
づ
け
な
い
た
め
に
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※表示単位未満を四捨五入しているため、前年度比（金額、比率）が一
致しないものがあります

歳出

歳出総額　7,277億円

扶助費
275

（3.8%）

災害復旧
事業費
10

（0.1%）

歳入総額　7,349億円

公債費
1,044

（14.3%）
普通建設事業費

1,223
  （16.8%） 

補助費等
2,084

（28.6%）

その他
424

（5.9%）

投資的経費
1,233

 （16.9%）

義務的
経費

　3,538
　　（48.6％）

その他
経費
2,507

（34.5%）

学校の先生
などの人件費
　1,546

   　  （21.2%）

県庁職員
などの人件費
340（4.7%）

警察官
などの人件費
333（4.6%）

（単位：億円）
※端数処理の関係で、合計と一致しない場合があります

地方消費税清算金…最終消費地に地方消費税の税収を帰属させるため、都道府県の間で清算
を行うもの　　　　　

地 方 譲 与 税…国税として集められ、国から県に譲渡されるお金
地 方 交 付 税…いったん国が税として集め、その一定割合が地方公共団体に配分されるお金
臨時財政対策債…地方交付税の不足分の一部を、いったん県で借金をして賄っておくため

に発行する県債
減収補てん債…地方交付税で算定される税収額より実際の税収額が少ない場合、差額の

範囲内で発行が認められる県債
国 庫 支 出 金…使い道を決めて、国から支払われるお金

義務的経費…任意に削減することが困難な経費

投資的経費…将来にわたり使用される施設などの建設費

扶　助　費…生活保護費や児童手当など、住民福祉を支えるための経費

公　債　費…これまでに借り入れた県債の返済金と利子

補 助 費 等…負担金、補助金など、県から市町村や民間に対して交付される経費

歳入

国庫支出金
876

（11.9%）

地方交付税
1,190

（16.2%）
その他
収入
579

 （7.8%） 地方譲与税その他
334

 （4.6%）

地方消費税
清算金
727

（9.9%）

県税
2,436

（33.2%）

自主財源
3,742

（50.9%）

県債
1,207

（16.4%）
減収
補てん債
198

（2.7%）

臨時財政
対策債
419

（5.7%）

依存財源
3,607
（49.1%）

  人件費　2,219億円（30.5％）
（教育職員＋警察職員＋県庁職員）

決算の概要
29年度 28年度 前年度比（%）

歳入総額　Ａ 7,349 7,248 1.4
歳出総額　Ｂ 7,277 7,164 1.6
歳入歳出差引 Ｃ＝Ａ－Ｂ 72 84 －14.3
翌年度に支払うことが決まって
いるもの　Ｄ 40 51 －21.3

実質収支　Ｅ＝Ｃ－Ｄ 32 33 －3.3
積立金残高 130 159 －18.5
県債残高 12,276 12,012 2.2
臨時財政対策債 5,384 5,244 2.7
臨時財政対策債以外の県債 6,892 6,768 1.8

（4）

　29
年
度
決
算
で
は
、
県
税
収
入
や
実
質

的
な
交
付
税
が
減
少
と
な
る
中
で
、
減
収

補
て
ん
債
の
活
用
や
積
立
金
の
取
り
崩
し

に
よ
り
必
要
な
財
源
を
確
保
し
ま
し
た
。

　社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
な
ど
に
対

応
す
る
中
で
、
積
立
金
残
高
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
厳
し
い
財
政

運
営
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　今
後
も
、
県
総
合
計
画
「
は
ば
た
け
群

馬
プ
ラ
ン
Ⅱツ

ー

」
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、

事
業
の
見
直
し
を
進
め
る
と
と
も
に
、
県

有
地
の
売
却
な
ど
歳
入
の
確
保
に
努
め
、

中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
持
続
可
能

な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　県
の
決
算
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
決
算
規
模
は
、
歳
入
・

歳
出
共
に
前
年
度
を
上
回
り
、
20
年
度
以

降
で
は
２
番
目
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
総
額
は
７
３
４
９
億
円
で
前
年
度

に
比
べ
て
１
０
１
億
円
（
１
・
４
％
）
増

加
し
、
ま
た
歳
出
総
額
は
７
２
７
７
億
円

で
前
年
度
に
比
べ
て
１
１
３
億
円
（
１
・

６
％
）
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
積
立
金
（
財
政
調
整
基
金
、
減
債
基
金
）

の
年
度
末
残
高
は
、
社
会
保
障
関
係
経
費

の
増
加
な
ど
に
対
応
す
る
中
で
基
金
を
取

り
崩
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に

比
べ
29
億
円
（
18
・
５
％
）
減
の
１
３
０

億
円
で
、
元
年
度
以
降
で
最
小
と
な
り
ま

し
た
。

　
県
債
の
年
度
末
残
高
は
、
臨
時
財
政
対

策
債
な
ど
の
増
加
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ

２
６
４
億
円
（
２
・
２
％
）
増
加
し
ま
し
た
。

29
年
度
群
馬
県

一
般
会
計
決
算

　
県
税
収
入
は
、
２
４
３
６
億
円
で
し
た
。

企
業
業
績
は
好
調
に
推
移
し
た
も
の
の
、

円
高
・
株
安
の
進
行
な
ど
に
よ
る
法
人
の

県
民
税
お
よ
び
事
業
税
の
減
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
て
79
億
円
（
３
・
１
％
）

減
少
し
ま
し
た
。

　
ま
た
地
方
交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債

を
合
わ
せ
た
実
質
的
な
交
付
税
も
、
42
億

円
（
２
・
６
％
）
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

県
税
収
入
と
交
付
税
が
い
ず
れ
も
減
少
と

な
る
状
況
の
中
で
、
地
方
交
付
税
制
度
を

補
完
す
る
減
収
補
て
ん
債
を
１
９
８
億
円

発
行
し
ま
し
た
。

　
人
件
費
は
２
２
１
９
億
円
で
、
退
職
手

当
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ

て
21
億
円
（
１
・
０
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

　
補
助
費
等
は
２
０
８
４
億
円
で
、
83
億

円
（
４
・
１
％
）
増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
社
会
保
障
関
係
経
費
や
市
町
村
へ
の
税

関
係
交
付
金
な
ど
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
普
通
建
設
事
業
費
は
１
２
２
３
億
円
で
、

特
別
支
援
学
校
や
高
等
学
校
の
整
備
、「
７

つ
の
交
通
軸
構
想
」
に
基
づ
く
道
路
整
備

を
進
め
た
他
、
地
方
創
生
に
関
連
し
た
事

業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
67
億
円
（
５
・
７
％
）
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

減債基金残高

財政調整基金残高

298 298

157 157

274

134

273

134

253

126
159

69
130
23

141 141 140 139 127
90 107

27 28 29
年度

262523 24

積立金残高の推移（単位：億円）

（単位：億円）

歳
入

歳
出

【
問
い
合
わ
せ
先
】　
県
庁
財
政
課

☎
０
２
７
・
２
２
６
・
２
０
９
８

FAX

０
２
７
・
２
２
４
・
９
１
２
３

※
県
決
算
に
つ
い
て
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.pref.gun-

m
a.jp/cate_list/ct1

0
0
0
0
1
7
8
.htm

l

）
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す

※
下
図
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
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天川大島町北

コースガイド

大会中の交通規制にご協力ください
※規制は、通過予想時刻のおおむね15分前から約45分間です　※全面通行止め区間（国道50号）のう回にご協力ください

スタート直後は集団内で
の駆け引きが見られま
す。終盤に繰り広げられ
る先頭争いは必見です

1区12.3km

外国人選手を中心に、
各チームがスピードを
競う最短区間です

2区8.3km

レースの展開を左右する重
要な区間。好位置で次の区
間につなぐため、着実な走
りが求められます

3区13.6km

全長100㌔の激闘を制し、先
頭でゴールテープを切るのはど
のチーム?

7区15.5km

上り坂が続く過酷な区間。難関に挑む
選手の力走から目が離せません

5区15.8km

最後に上り坂と向かい風が選手を
待ち受ける最長区間。各チームの
主力選手の走りに注目です

4区22.4km

高低差が激しい区間。向かい風
が吹き付ける中、懸命の走りで
アンカーにたすきをつなぎます

6区12.1km
　…通過予想時刻通

（5）

第63回全日本実業団対抗駅伝競走大会

2019 in ぐんま

会　場 開始時刻 内　容

群馬県庁

7:30 草津温泉足湯体験
8:00 きのこ汁・焼き肉（豚肉）の無料配布
8:25 前橋華龍太鼓の演奏
8:40 八木節の披露

第１中継所 9:00 高崎頼政太鼓の演奏
第２中継所 9:30 まえばし t

ト ン ト ン

onton汁の無料配布

第３中継所 9:00 甘酒・お汁粉の無料配布
9:30 上州あずま太鼓の演奏

中継所イベント

平成31年１月１日　午前９時１５分群馬県庁スタート！
午前8時30分からTBS系列28局フルネット・群馬テレビで放映

会　場 開始時刻 内　容

第４中継所 10:20 焼きそばの販売、コーヒー・牛乳の無料配布 
11:00、11:50 新田太鼓の演奏

第５中継所 11:10 お汁粉・豚汁・麦茶の無料配布
11:10、12:00 八木節の披露

第６中継所
10:00 甘酒・豚汁・コーヒー・お茶の無料配布
11:30、12:30 ひごろも太鼓の演奏
12:00 ヒップホップダンスの披露

※時間は変更になる場合があります
※飲食物などの無料配布や販売は、無くなり次第終了となります

❶しみずスーパー小八木店 ❻ドコモショップ前橋南店 11境総合文化センター西駐車場 16松原橋公園 21県勤労福祉センター
❷県西部児童相談所 ❼セブン -イレブン前橋下佐鳥店 12フレッセイ境南店 17桐生競艇場みどり市営第1駐車場
❸ＪＡたかさき本店 ❽ファミリーマート前橋東善店 13道の駅おおた 18みどり市笠懸庁舎
❹峠の めし本舗おぎのや高崎売店 ❾旧ＪＡ佐波伊勢崎じょうよう支店 14沢野行政センター・沢野スポーツ広場 19フォリオ赤堀店
❺たむらや前橋南部店 10ＪＡ佐波伊勢崎本店 15県立東毛産業技術センター 20山田うどん赤堀店

応援ポイント（無料駐車場） ※無料駐車場の利用は、原則として走者の通過予想時刻の１時間前から最終走者通過後30分までです
※青色の番号の無料駐車場は、大型車の駐車が可能です

みんなも
応援してね！

問い合わせ先 ニューイヤー駅伝実施本部（県庁スポーツ振興課）　
☎027-226-2081　FAX 027-224-8780　ホームページ https://www.pref.gunma.jp/03/z8700066.html

※応援の際は、競技の妨げにならないよう注意してください
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視覚に障害がある人のために、「ぐんま広報」の点字版、テープ版およびCD版（デイジー）を発行しています。希望する人は、県広報課（☎027-226-2162）までお問い合わせください

問 は問い合わせ先、 はＥメールアドレス、HP はホームページです

県ホームページ
http://www.pref.gunma.jp/INFORMATION

インフォメーション

GUNMA
問い合わせの際は、番号を間違えないようにお願いします
問 は問い合わせ先、申は申込先、 はＥメールアドレス、HP はホームページです

県ホームページ
http://www.pref.gunma.jp/INFORMATION

インフォメーション

GUNMA
問い合わせの際は、番号を間違えないようにお願いします

32群馬の魅力 再発見！ぐ
んま
ちゃんの

　ぐんまの郷土食である「おっきりこみ」。麺と一緒に野菜やキノコなど
もたくさん入っていて、とてもおいしく、最近では学校給食でも提供され
ています。また「県記録選択無形の民俗文化財」にも選ばれています。
　おっきりこみの麺の形状や具材、味付けはさまざまです。醤

しょう

油
ゆ

味や味
み

噌
そ

味が主流ですが、トマト味やカレー味を提供する店もあります。呼び方も
「にぼうと」「おきりこみ」など、地域によって違いがあります。
　県では、おっきりこみをさらにＰＲするため「ぐんまおっきりこみスタ
ンプラリー」を31年２月11日（月）まで実
施しています。県内63の参加店舗でおっきり
こみを食べると、スタンプ１個から応募でき、
抽選でぐんまちゃんグッズが当たります。
　今年の冬はスタンプラリーに参加して、おい
しいおっきりこみを食べ歩いてみませんか。
応募用紙配布場所 参加店舗、県庁県民セン
ター、県行政県税事務所、ぐんま総合情報セン
ター「ぐんまちゃん家

ち

」
※参加店舗は、県ホームページ（http://www.pref.gunma.
jp/07/b21g_00130.html）でご覧いただけます
※右図からも読み取れます
問　県庁広報課（☎027-897-2695　 FAX027-243-3600）

おっきりこみで心も体も温まって！

ぐんまちゃんもお薦めするおっ
きりこみ

若者による少子化対策リサーチ＆アクション事業
「今から未来を」プロジェクト提案発表会

「全群馬近代こけしコンクール」作品募集

期日 31年１月27日（日）　 時間 午後１時30分～３時（１時開場）
会場 県社会福祉総合センター（前橋市新前橋町）
内容 お笑い芸人・タイムマシーン３号の関

せ き

太
ふとし

とエフエム群馬アナウ
ンサー・岡

お か

部
べ

哲
て つ

彦
ひ こ

によるトークショー、県内大学生などで構成するプロ
ジェクトチームによる少子化対策アクションプランの提案・発表
定員 200人（先着順）　 費用 無料　 申込期限 １月21日（月）
申し込み方法 ファクスまたはＥメール。代表者の職業（所属）・電話
番号、参加者全員の氏名を記入してください
その他 駐車台数に限りがありますので、なるべく乗り合わせまたは
公共交通機関の利用をお願いします
申・問 「今から未来を」プロジェクト事務局（☎027-289-0123　
FAX027-289-0124　 imamiragunma@gmail.com）、県庁こど
も政策課（☎027-226-2392　 FAX027-226-2100　 kodomo 
-mirai@pref.gunma.lg.jp）

募集部門
・第１部　創作こけし　 ・第２部　新型こけし
・第３部　木地玩具　　 ・第４部　一般
対象
・第１部～第３部　県内在住のこけし生産者
・第４部　こけしの制作を趣味で行う県内在住者
申込期限 12月21日（金）
申し込み方法 所定の申込用紙
申込用紙配布場所 県観光物産国際協会、県庁
観光物産課（いずれも前橋市大手町）、県こけし
協同組合（榛東村長岡）
その他
・31年２月５日（火）に審査を実施し、入賞作品を決定します
・全ての応募作品は、2月6日（水）～10日（日）に県庁で展示します
問 県観光物産国際協会（☎027-223-5800　 FAX027-223-5051）

おいしく食べ切ろう！
宴会の時は「3

サ ン

0
マ ル

・1
イ チ

0
マ ル

運動」
学生寮「上毛学舎」新入寮生募集

　12月は忘年会などの宴席が多い時季です。宴会で
は、特に多くの食べ残しが発生しています。
　「30・10運動」とは、乾杯後の30分間（サンマ
ル）・お開き前の10分間（イチマル）は、自分の席で
料理を楽しみ、食べ残しを削減しようという運動です。
　食べ残しは、少しのこつで減らすことができます。
次のことを心掛けて料理をおいしく食べ切りましょう。
・予約や注文は適量にする　・自分の席で料理を食べる時間を設定する
・宴会の始めに「おいしくいただきましょう」などと声掛けをする
・食べ切れない料理は参加者で分け合う
問 県庁廃棄物・リサイクル課（☎027-226-2852　 FAX027-223-
7292）

所在地 東京都世田谷区経堂（小田急線千歳船橋駅下車徒歩３分）
対象 本県出身で、東京都およびその近郊の大学または短期大学の１年
次に入学する人（入寮許可期間は原則２年間）
定員 男子…45人程度、女子…30人程度
選考方法 １次…書類審査、２次…面接
費用 入寮金５万円、月額（寮費３万円、食費２万円、寮室電気料）
申込期間 12月3日（月）～31年１月23日（水）
※合格発表前の申し込みもできます
申し込み方法 所定の申込用紙
申込用紙配布場所 ・問 県育英会（県庁管理課内　☎027-226-4 
543　 FAX027-243-7774）
※上毛学舎ホームページ（http://www.nc.gunma-boe.gsn.ed.j 
p/?page_id=685）からも入手できます

県職員の仕事と採用に関する説明会

内容 県職員の仕事内容や採用試験の概要説明、先輩職員による職種
説明（行政事務、警察事務、学校事務、農業、総合土木など）
費用 無料　 申し込み方法 ぐんま電子申請受付システム（http://
www.shinsei.elg-front.jp/gunma/navi/index.html)
その他 詳しくは、県ホームページ（http://www.pref.gunma.jp/ 
saiyou/）をご覧ください
問 県人事委員会事務局（☎027-226-2745　 FAX027-221-6247）

職種 期日 時間 会場 定員（先着順） 申込期間

県
内
説
明
会

警察官

31年
１月７日（月）

午前10時～
11時30分

県庁
（前橋市
大手町）

200人

12月16日
（日）まで

行政事務
午後１時30分
～4時45分

200人
警察官、行政
事務、教員以
外の県職員

120人

県
外
説
明
会

警察官、
警察事務 31年

１月16日（水）

午後１時30分
～３時

都道府
県会館
（東京都
千代田区
平河町）

36人 12月３日
（月）～１月
９日（水）

警察官、警察
事務、教員以
外の県職員

午後１時30分
～４時15分 80人

期日・時間など

昨年度の受賞作品
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 クロスワードパズルの正解者の中から抽選で、群馬クレインサンダーズ（今シーズンホームゲーム共通）、群馬交響楽団東毛定期演奏会（31年１月
27日）のチケット（２枚組み）を、それぞれ５人にプレゼントします。詳しくは８ページをご覧ください

地
環
境
と
新
た
な
情
報
発
信
拠
点
と
し

て
整
備
し
て
い
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施

設
「
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
」
な
ど
を
広
く
首

都
圏
の
企
業
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
好
感
触

を
得
ま
し
た
。

　
今
後
も
県
内
各
地
域
へ
の
企
業
立
地

増
加
に
向
け
、
市
町
村
と
も
連
携
し
な

が
ら
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

製
造
業
等
の

立
地
件
数
・
面
積
が
全
国
１
位

　
10
月
に
経
済
産
業
省
よ
り
30
年
上
期

工
場
立
地
動
向
調
査
の
結
果
が
発
表
さ

れ
、
本
県
の
製
造
業
等
の
立
地
件
数
・

面
積
が
共
に
全
国
１
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
高
速
交
通
網
の
整
備
に
加
え

て
、
一
貫
し
て
進
め
て
き
た
「
７
つ
の

交
通
軸
」
の
整
備
に
よ
っ
て
、
県
内
の

交
通
環
境
が
向
上
し
た
こ
と
に
よ
り
、

本
県
の
優
位
性
や
拠
点
性
の
高
さ
が
総

合
的
に
評
価
さ
れ
た
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
11
月
19
日
に
は
、
本
県
へ
の
企
業
誘

致
を
促
進
す
る
た
め
、
都
内
で
企
業
立

地
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
本
県
の
優
れ
た
立

知
事
コ
ラ
ム

企業立地セミナーで説明する大澤正明知事

11
時
か
ら
商
品
終
了
ま
で

・
展
示
品
の
販
売
…
５
日
の
２
時
か
ら
展

示
品
終
了
ま
で

費
用
　
無
料

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

問
　
県
庁
蚕
糸
園
芸
課
（
☎
０
２
７
・

２
２
６
・
３
１
２
６
　
FAX

０
２
７
・
２
４

３
・
７
２
０
２
）

群
馬
の
未
来
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

〜
先
輩
に
続
け
！

　ぐ
ん
ま
で

自
分
ら
し
く
〜

期
日
　
12
月
15
日
㈯

時
間

　
午
後
１
時
〜
５
時

会
場

　
県
立
女
子
大
学（
玉
村
町
上
之
手
）

内
容

　
群
馬
の
未
来
を
担
う
大
学
生
な
ど

の
若
者
に
、
県
内
就
職
・
県
内
居
住
の
魅

力
を
伝
え
る
た
め
、
講
演
や
プ
レ
ゼ
ン
テ 

ー
シ
ョ
ン
、
県
内
企
業
と
の
交
流
会
を
行

い
ま
す

○
講
演

・
演
題
　
私
が
気
づ
い
た
群
馬
の
魅
力
〜

未
来
を
担
う
若
者
に
伝
え
た
い
こ
と
〜

・
講
師

　
金か

な

井い

修お
さ
む（

ク
ラ
イ
ム
代
表
取
締
役
）

○
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
　
群
馬
で
自
分

ら
し
く
暮
ら
す
県
内
企
業
の
若
手
社
員
が
、 

充
実
し
た
生
活
や
群
馬
の
魅
力
を
発
表
し

ま
す

○
交
流
会
　
県
内
企
業
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
企
業
担
当
者
と
の
交
流
会
を
開
催

し
ま
す

対
象
　
主
に
大
学
生
な
ど
の
若
者
、
企
業

関
係
者

定
員
　
２
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

申
込
期
限
　
12
月
12
日
㈬

申
し
込
み
方
法
　
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
。
氏
名
、
所
属
（
学
校
・
勤
務
先

な
ど
）、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

※
ぐ
ん
ま
電
子
申
請
受
付
シ
ス
テ
ム
（h 

ttp://w
w
w
.shinsei.elg-front.

jp/gunm
a/navi/index.htm

l

）
か

ら
も
申
し
込
め
ま
す

申
・
問

　
県
庁
企
画
課
（
☎
０
２
７
・

２
２
６
・
２
３
１
４

　
FAX

０
２
７
・
２
２

３
・
４
３
７
１

　

keikaku@
pref.

gunm
a.lg.jp

）
お
知
ら
せ

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
ご
協 

力
く
だ
さ
い

　
歳
末
期
の
地
域
福
祉
事
業
の
充
実
・
向

上
を
図
る
た
め
募
金
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
　
12
月
１
日
〜
31
日

メ
イ
ン
テ
ー
マ
　
つ
な
が
り
　
さ
さ
え
あ

う
　
み
ん
な
の
地
域
づ
く
り

募
金
の
使
い
道
は
　
各
市
町
村
の
社
会
福

祉
協
議
会
が
実
施
す
る
、
歳
末
期
の
福
祉

事
業
や
見
舞
金
贈
呈
事
業
に
使
用
す
る
な

ど
、
身
近
な
地
域
の
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
ら
れ
ま
す

そ
の
他
　
寄
付
金
に
は
税
制
面
で
の
優
遇

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

問
　
県
共
同
募
金
会
（
☎
０
２
７
・
２

５
５
・
６
５
９
６
　
FAX

０
２
７
・
２
５
５
・

６
２
１
４
）

美
術
館
・
博
物
館

な
ど
の
催
し

県
立
図
書
館
「
ク
リ
ス
マ
ス
こ

ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

期
日

　
12
月
８
日
㈯

時
間

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場

　
県
立
図
書
館
（
前
橋
市
日
吉
町
）

内
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
英
語
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
な
ど

定
員

　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用

　
無
料

申
し
込
み
方
法

　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

問
　
☎
０
２
７
・
２
３
１
・
３
０
０
８

　

FAX

０
２
７
・
２
３
５
・
４
１
９
６

土
屋
文
明
記
念
文
学
館
「
土
屋

文
明
を
記
念
し
た
短
詩
型
文
学

講
演
会
」

期
日

　
12
月
16
日
㈰

時
間
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場
　
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
（
高

崎
市
保
渡
田
町
）

演
題
　
歌
人
と
し
て
の
正
岡
子
規
―
俳
句

革
新
か
ら
短
歌
革
新
へ
―

講
師
　
復ふ

く

本も
と

一い
ち

郎ろ
う

（
神
奈
川
大
学
名
誉
教

授
）

定
員
　
１
５
０
人
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

申
し
込
み
方
法
　
電
話
ま
た
は
事
前
に
来
館

※
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、
当
日
も
受

け
付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

申
・
問

　
☎
０
２
７
・
３
７
３
・
７
７

２
１
　
FAX

０
２
７
・
３
７
３
・
７
７
２
５

催

　し

県
花
品
評
会
（
鉢
物
）

色鮮やかな鉢物の展示

日
程
・
時
間

・
12
月
４
日
㈫
　
午
後
３
時
〜
５
時

・
５
日
㈬

　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

会
場

　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

内
容

　
県
内
で
生
産
さ
れ
た
シ
ク
ラ
メ
ン

な
ど
の
鉢
物
類
、
花
壇
苗
物
類
、
洋
ラ
ン

類
の
品
評
会
お
よ
び
展
示
・
販
売

・
生
産
者
に
よ
る
直
売
…
４
日
、
５
日
の

　ぐんま総合情報センター「ぐんまちゃん家」で開催さ
れるイベントや県の観光スポットなどの情報を、毎月１
日、１５日に無料で配信しています。
登録方法　ぐんま総合情報センター「ぐんまちゃん家」
ホームページ（http://kikaku.pref.gunma.jp/g-inf
o/）から登録してください
※携帯電話やスマートフォンの場合は、Ｅメールアドレ
ス（gunmachan_chi@e.bme.jp）に、件名・本文な
しのメールを送信してください。Ｅメール
アドレスは右図からも読み取れます
問  ぐんま総合情報センター（☎ 03-35 
71-3086　FAX 03-3571-3089）

「ぐんまちゃん家
ち

メールマガジン」をご利用ください

１２月　７日／からっ風ものがたり　吉岡町
１２月１４日／川場村　１２月２１日／高山村　１２月２８日/総集編
１月１日（火）午後7時３０分～８時放送　新春知事特別番組

　群馬の宣伝部長ぐんまちゃん、宣伝部員のタイムマシーン３号
とフレッシュな女性部員が、群馬を全国に宣伝するために、地域
の魅力を紹介します。

月～木曜日 午後５時50分

FM GUNMA
ぐんま情報
トッピング

県庁広報課（☎027-226-2167　FAX 027-243-3600）問

毎週金曜日 午後７時３０分
（再放送） 日曜日　午前９時３０分

県庁広報課（☎027-226-2162　 FAX027-243-3600）問

県政の話題 ぐんまマラソン
か　お 真打ち昇進の女性落語家　古今亭駒子さん
特　集 現場で体感！「ぐんまのものづくり」

12月10日（月）発売予定　定価３６０円(税込み） 販売場所：県庁県民センター、県内取扱書店

2018
DEC

12 ぐんま名山探訪（迦葉山）、ぐんま湯けむり浪漫（湯宿
温泉）、おさんぽ日和（高崎・新町エリア）など

「ぐんま広報」電子書籍版のお知らせ
　スマートフォンやタブレット端末で「ぐんま広報」の最新号をご覧に
なれます。県ホームページ（http://www.pref.gunma.jp/07/b210 
1224.html）から電子書籍用アプリ（無料）をダウンロードしてくだ
さい。※右図から読み取れます
問  県庁広報課（☎027-226-2162　FAX 027-243-3600）

群馬交響楽団定期演奏会情報

問 群馬交響楽団事務局　☎ ０２７-３２２-４３１６
 FAX ０２７-３２２-４９４３　HP http://www.gunkyo.com/

群馬音楽センター、チケットぴあ、群馬交響
楽団事務局（高崎市高松町）など
入場券販売場所

31年１月26日㈯期 日 開演時刻 午後３時（２時15分開場）
会 場 群馬音楽センター（高崎市高松町）

指揮：大
おお

友
とも

直
なお

人
と

（群響音楽監督）、バイオリン：三
み

浦
うら

文
ふみ

彰
あき

、曲目：ボロディン／交響詩《中央アジアの草原にて》、プロコ
フィエフ／バイオリン協奏曲 第2番 ト短調 作品63、チャイコフ
スキー／交響曲 第6番 ロ短調 作品74「悲愴」

内 容

入場料 Ｓ席＝4,600円、Ａ席＝4,100円、Ｂ席＝3,600円、
Ｃ席（自由席）＝2,100円

群馬クレインサンダーズ試合情報

問  群馬プロバスケットボールコミッション　☎ ０２７-２８９-９５６２
 FAX ０２７-２８９-９５６３　HP https://g-crane-thunders.jp/

入場料 席種などにより異なります。詳しくはお問い合わせください
入場券購入先 群馬クレインサンダーズホームページ

ヤマト市民体育館前橋（前橋市上佐鳥町）会 場

日程 開始時刻 対戦相手
１２月１２日㈬ 午後7時 山形ワイヴァンズ
１２月１５日㈯ 午後5時 バンビシャス奈良１２月１６日㈰ 午後1時
１２月３０日㈰ 午後5時 香川ファイブアローズ１２月３１日㈪ 午後1時


